
THE  TOKEIKOUGEI  SHIMBUN第２５６４号（１） 令和８年（２０２６年）１月２０日
昭和 21 年１２月２０日第三種郵便物認可 ・ ５日 ・ ２０日発行 ・ 購読料１カ年送料共 11,000 円
・ 一部３３０円 ・ 海外購読料１カ年送料共航空便３万円～３万８千円 （地域により異なる）

・ 価格は店頭渡しグラム当たり小売価格 （消費税込み）
・ 外国為替相場は米 1 ドル （午後５時現在の銀行間、 中心相場）
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時計工藝新聞の
購読と広告掲載
のお申し込みは
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宝
石
と
の

12月26日㈮

１月５日㈪

６日㈫

７日㈬

８日㈭

９日㈮

13日㈫

14日㈬

15日㈭

６
月
10
日『
時
の
記
念
日
』を
祝
日
に
‼　
時
計
工
藝
新
聞
社
は
提
唱
し
て
い
ま
す
６
月
10
日
の
「
時
の
記
念
日
」
は
、
大
正
９
年
（
１
９
２
０
年
）
に
制
定
さ
れ
た
歴
史
あ
る
記
念
日
で
あ
る
。
ま
た
、
近
年
ま
で
、
祝
日
の
な
い
月
は
６
月
だ
け
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
時
計
工
藝
新
聞
社
で
は
、
長
年
〝
時
の
記
念
日
を
祝
日
に
〟
を
提
唱
し
て
い
る
。

回
復
す
る
と
思
わ
れ
る
。
世
界

の
流
れ
と
し
て
も
、
36
㎜
か
ら

37
㎜
の
小
型
化
、
薄
型
ム
ー
ブ

メ
ン
ト
が
主
流
に
な
っ
て
い
く

の
で
は
な
い
か
と
み
て
い
ま

す
」
と
挨
拶
を
行
っ
た
。

　
こ
の
あ
と
、
イ
ン
ポ
ー
ト
・

ウ
オ
ッ
チ
・
オ
ブ
・
ザ
・
イ
ヤ

ー
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
カ

ジ
ュ
ア
ル
部
門
グ
ラ
ン
プ
リ
受

賞
は
の
ス
ウ
ォ
ッ
チ
グ
ル
ー
プ

ジ
ャ
パ
ン
㈱
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
部

門
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
の
リ
シ
ュ

モ
ン
ジ
ャ
パ
ン
㈱
、
コ
ン
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
部
門
グ
ラ
ン
プ
リ

受
賞
の
リ
シ
ュ
モ
ン
ジ
ャ
パ
ン

㈱
、
ス
ポ
ー
ツ
部
門
グ
ラ
ン
プ

リ
受
賞
の
ス
ウ
ォ
ッ
チ
グ
ル
ー

プ
ジ
ャ
パ
ン
㈱
な
ど
が
表
彰
さ

れ
、
盾
が
手
渡
さ
れ
た
。

　
こ
の
あ
と
、
来
賓
の
ス
イ
ス

大
使
館
の
ロ
ジ
ェ
・
ド
ゥ
バ
ッ

ハ
駐
日
ス
イ
ス
大
使
の
祝
辞
と

乾
杯
が
行
わ
れ
、
歓
談
の
場
へ

と
移
っ
た
。

　
日
本
時
計
輸
入
協
会
（
東
京

都
中
央
区
、
佐
川
良
二
理
事

長
）
は
、
１
月
９
日
に
東
京
都

千
代
田
区
の
東
京
會
舘
丸
の
内

本
館
に
２
０
０
人
超
が
集
ま
っ

て
「
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
パ
ー
テ
ィ

ー
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　
最
初
に
佐
川
理
事
長
が
「
昨

年
は
、
機
械
式
時
計
が
堅
調
で

し
た
。
米
国
の
関
税
も
39
％
か

ら
15
％
に
な
り
、
米
国
向
け
が

協
力
会
社
合
同
新
年
会
」
を
開

催
し
た
。

　
最
初
に
ヤ
マ
ト
会
の
大
淵
恒

夫
会
長
（
大
淵
銀
器
㈱
社
長
）

が
「
マ
グ
ロ
の
初
セ
リ
が
景
気

の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
に
な
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
の
豊
洲

で
は
、
５
億
円
を
超
え
る
史
上

最
高
値
で
落
札
さ
れ
た
。
こ
れ

に
株
価
も
連
動
す
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
丙
午
（
ひ

の
え
う
ま
）
の
年
は
、
動
く
こ

と
に
よ
っ
て
運
気
を
呼
び
込

む
、
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
大

い
に
動
い
て
良
い
年
に
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶
を
行
っ

た
。

　
続
い
て
出
井
社
長
が
「
昨
年

は
、
皆
様
の
ご
協
力
で
１
０
３

％
の
実
績
を
上
げ
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
」
と
報
告
し
続
け
て

「
今
年
は
勉
強
す
る
年
で
す
。

お
互
い
に
勉
強
し
て
新
し
い
知

恵
を
授
け
て
欲
し
い
。
皆
が
協

力
し
て
や
っ
て
行
く
こ
と
で
良

い
年
に
な
り
ま
す
」
と
激
励
し

た
。

　
こ
の
あ
と
、
来
賓
の
坂
田
会

計
事
務
所
が
挨
拶
を
行
い
、
㈱

ア
ー
ト
ラ
ン
ド
の
林
文
雄
社
長

が
乾
杯
の
発
声
を
行
い
宴
席
へ

と
移
っ
た
。

　
宴
半
ば
で
は
、
恒
例
の
福
ダ

ル
マ
開
眼
式
が
行
わ
れ
、
歓
談

の
場
へ
と
移
っ
た
。半
ば
で
は
、

恒
例
の
福
引
大
会
も
行
わ
れ
、

椿
山
荘
東
京
の
名
物
で
あ
る
雲

海
シ
ョ
ー
を
見
学
し
た
あ
と
、

出
井
正
彦
常
務
が
中
締
め
を
行

っ
た
。

　
ヤ
マ
ト
徽
章
㈱
（
東
京
都
文

京
区
、
出
井
久
幸
社
長
）
は
、

１
月
８
日
に
ホ
テ
ル
椿
山
荘
東

京
に
１
０
０
人
以
上
が
参
集
し

て「
２
０
２
６
年
度
ヤ
マ
ト
会
・

　
日
本
時
計
協
会
（
東
京
都
千
代
田
区
、
高
野
普
会

長
＝
カ
シ
オ
計
算
機
㈱
社
長
）
は
、
１
月
７
日
に

東
京
都
千
代
田
区
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
で

「
２
０
２
６
年
新
年
賀
詞
交
歓
会
」
を
開
催
し
た
。

　
最
初
に
高
野
会
長
が
あ
い
さ

つ
に
立
ち
、
昨
年
の
状
況
を
説

明
し
た
あ
と
「
ウ
オ
ッ
チ
完
成

品
は
輸
出
関
連
が
牽
引
役
と
な

り
数
量
は
前
年
比
15
％
増
、
金

額
は
７
％
増
と
数
量
・
金
額
と

も
に
拡
大
が
見
込
ま
れ
、一
方
、

ク
ロ
ッ
ク
完
成
品
は
数
量
で
13

％
減
、
金
額
で
14
％
減
と
依
然

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
」
と

し
た
あ
と
「
国
際
経
済
秩
序
の

不
確
実
性
が
増
加
す
る
中
、
会

員
各
社
は
柔
軟
な
対
応
が
求
め

ら
れ
る
の
と
同
時
に
、
さ
ら
な

る
日
本
の
時
計
ブ
ラ
ン
ド
の
価

値
向
上
が
強
く
求
め
ら
れ
ま

す
。
最
先
端
技
術
を
搭
載
し
た

時
計
の
開
発
や
伝
統
的
な
製
品

の
価
値
を
よ
り
高
め
る
取
り
組

み
な
ど
を
進
め
、
お
客
様
の
求

め
る
時
計
を
世
に
送
り
出
す
と

共
に
、
こ
れ
ら
を
支
え
る
人
、

技
術
の
育
成
に
も
力
を
注
ぎ
、

産
業
全
体
の
持
続
的
発
展
に
尽

力
し
て
ま
い
り
ま
す
」と
し
た
。

　
こ
の
あ
と
、
来
賓
の
経
済
産

業
省
産
業
機
械
課
の
須
賀
千
鶴

課
長
と
厚
生
労
働
省
人
材
開
発

統
括
官
付
能
力
評
価
担
当
参
事

官
室
職
業
能
力
検
定
官
の
大
村

倫
久
氏
が
祝
辞
を
述
べ
た
。

　
続
い
て
大
治
良
高
副
会
長

（
シ
チ
ズ
ン
時
計
㈱
社
長
）
が

乾
杯
の
発
声
を
行
い
歓
談
の
場

へ
と
移
っ
た
。

　
宴
半
ば
で
は
、
昨
年
10
月
に

行
わ
れ
た
第
63
回
技
能
五
輪
全

国
大
会
「
時
計
修
理
職
種
」
競

技
会
場
の
様
子
が
ビ
デ
オ
放
映

さ
れ
、
入
賞
者
が
紹
介
さ
れ
、

記
念
品
が
授
与
さ
れ
た
。
最
後

に
内
藤
昭
男
副
会
長
（
セ
イ
コ

ー
ウ
オ
ッ
チ
㈱
社
長
）
が
中
締

め
を
行
い
閉
会
と
な
っ
た
。

日
本
時
計
輸
入
協
会
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー

佐
川
理
事
長

機
械
式
時
計
の
米
国
向
け
が
回
復

インポート・ウオッチ・オブ・ザ・イヤーの表彰式も

挨
拶
を
す
る
佐
川
理
事
長

熱
気
あ
ふ
れ
る
会
場

産業全体の持続的発展に尽力
日
本
時
計
協
会
２
０
２
６
年
新
年
賀
詞
交
歓
会

経
済
産
業
省
と
厚
生

省
幹
部
か
ら
も
祝
辞 大村倫久氏

須賀千鶴氏

高野会長

２
０
２
６
年
度
ヤ
マ
ト
会
・
協
力
会
社
合
同
新
年
会

大
治
副
会
長
が
午
年
ス
タ
ー
ト
乾
杯
の
発
声

業界を支える人、技術の育成にも力注ぐ

挨拶する高野会長

技能五輪全国大会「時計
修理職種」の入賞者表彰

椿山荘の名物の雲海ショー

林
社
長
が
乾
杯
発
声

㊨
ダ
ル
マ
の
目
入
れ
式

㊦
合
同
新
年
会
会
場

新
年
会
乾
杯
の
様
子

恒
例
の
福
引
大
会

求められるのは時計ブランドの価値向上

丙
午
の
年
は
動
く
こ
と
に

よ
っ
て
運
気
を
呼
び
込
む

お
互
い
に
勉
強
し
新
し
い

知
恵
を
出
し
て
良
い
年
に

ヤマト会ヤマト徽章 大淵恒夫会長出井久幸社長

金　　賞

銀　　賞

銅　　賞

敢闘賞

仙道琉賞

下山　鷹

鈴木翔太

松村真里

岩崎有伽子

竹田彩乃

寺村郁海

髙橋琉星

奥原　蘭

山元　湖雪

秋田エプソン㈱

盛岡セイコー工業㈱

シチズン時計マニュファクチャリング㈱

シチズン時計マニュファクチャリング㈱

盛岡セイコー工業㈱

シチズン時計マニュファクチャリング㈱

近江時計眼鏡宝飾専門学校

秋田エプソン㈱

セイコーエプソン㈱

セイコーエプソン㈱

第 63 回技能五輪全国大会
　　　　　　　　　　　　　「時計修理職種」 入賞者

「技能五輪」
入賞者 10 人
の記念写真

大治副会長



第２５６４号 令和８年（２０２６年）１月２０日 （２）（第三種郵便物認可）

【機密性２】

独立行政法人 造幣局
単位：個

前 年 度 本 年 度 前年比(％) 前 年 度 本 年 度 前年比(％)

指輪 50 81 162.0% 1,271 994 78.2%

ﾈｯｸﾚｽ 3,779 3,332 88.2% 34,109 26,580 77.9%

ﾌﾞﾚｽﾚｯﾄ 1,424 958 67.3% 6,668 6,173 92.6%

その他 48 543 1131.3% 2,022 3,153 155.9%

計 5,301 4,914 92.7% 44,070 36,900 83.7%

指輪 17 188 1105.9% 1,410 1,363 96.7%

ﾈｯｸﾚｽ 13,759 13,788 100.2% 113,794 103,763 91.2%

ﾌﾞﾚｽﾚｯﾄ 4,319 5,429 125.7% 30,560 36,323 118.9%

その他 4,858 4,354 89.6% 33,663 40,353 119.9%

計 22,953 23,759 103.5% 179,427 181,802 101.3%

指輪 0 22 － 37 44 118.9%

ﾈｯｸﾚｽ 0 0 － 18 48 266.7%

ﾌﾞﾚｽﾚｯﾄ 0 0 － 0 0 －

その他※ 2,520 885 35.1% 14,075 9,464 67.2%

計 2,520 907 36.0% 14,130 9,556 67.6%

指輪 12 0 － 75 27 36.0%

ﾈｯｸﾚｽ 109 121 111.0% 875 351 40.1%

ﾌﾞﾚｽﾚｯﾄ 30 32 106.7% 260 133 51.2%

その他 0 0 － 0 0 －

計 151 153 101.3% 1,210 511 42.2%

指輪 79 291 368.4% 2,793 2,428 86.9%

ﾈｯｸﾚｽ 17,647 17,241 97.7% 148,796 130,742 87.9%

ﾌﾞﾚｽﾚｯﾄ 5,773 6,419 111.2% 37,488 42,629 113.7%

その他 7,426 5,782 77.9% 49,760 52,970 106.5%

計 30,925 29,733 96.1% 238,837 228,769 95.8%

※銀製品（その他）の詳細

前 年 度 本 年 度 前年比(％) 前 年 度 本 年 度 前年比(％)

メダル 2 61 3050.0% 869 1,261 145.1%

盃 1,616 185 11.4% 9,947 2,866 28.8%

バッジ 380 0 － 972 1,856 190.9%

その他 522 639 122.4% 2,287 3,481 152.2%

計 2,520 885 35.1% 14,075 9,464 67.2%

貴金属製品の品位証明受付状況
（令和7年11月)

地  金 種  類
対前年度同月受付実績比較 対前年度受付実績累計比較

白金製品

金製品
(WG含む)

コンビ製品

合　計

銀製品

地  金 種  類
対前年度同月受付実績比較 対前年度受付実績累計比較

銀製品
（その他）

【機密性２】

独立行政法人 造幣局
単位：個

前 年 度 本 年 度 前年比(％) 前 年 度 本 年 度 前年比(％)

指輪 304 90 29.6% 1,575 1,084 68.8%

ﾈｯｸﾚｽ 3,382 2,946 87.1% 37,491 29,526 78.8%

ﾌﾞﾚｽﾚｯﾄ 1,274 525 41.2% 7,942 6,698 84.3%

その他 162 551 340.1% 2,184 3,704 169.6%

計 5,122 4,112 80.3% 49,192 41,012 83.4%

指輪 102 125 122.5% 1,512 1,488 98.4%

ﾈｯｸﾚｽ 13,187 16,192 122.8% 126,981 119,955 94.5%

ﾌﾞﾚｽﾚｯﾄ 3,876 4,809 124.1% 34,436 41,132 119.4%

その他 3,981 4,757 119.5% 37,644 45,110 119.8%

計 21,146 25,883 122.4% 200,573 207,685 103.5%

指輪 5 0 － 42 44 104.8%

ﾈｯｸﾚｽ 0 0 － 18 48 266.7%

ﾌﾞﾚｽﾚｯﾄ 0 0 － 0 0 －

その他※ 398 368 92.5% 14,473 9,832 67.9%

計 403 368 91.3% 14,533 9,924 68.3%

指輪 0 0 － 75 27 36.0%

ﾈｯｸﾚｽ 35 0 － 910 351 38.6%

ﾌﾞﾚｽﾚｯﾄ 0 0 － 260 133 51.2%

その他 0 0 － 0 0 －

計 35 0 － 1,245 511 41.0%

指輪 411 215 52.3% 3,204 2,643 82.5%

ﾈｯｸﾚｽ 16,604 19,138 115.3% 165,400 149,880 90.6%

ﾌﾞﾚｽﾚｯﾄ 5,150 5,334 103.6% 42,638 47,963 112.5%

その他 4,541 5,676 125.0% 54,301 58,646 108.0%

計 26,706 30,363 113.7% 265,543 259,132 97.6%

※銀製品（その他）の詳細

前 年 度 本 年 度 前年比(％) 前 年 度 本 年 度 前年比(％)

メダル 159 296 186.2% 1,028 1,557 151.5%

盃 98 59 60.2% 10,045 2,925 29.1%

バッジ 0 0 － 972 1,856 190.9%

その他 141 13 9.2% 2,428 3,494 143.9%

計 398 368 92.5% 14,473 9,832 67.9%

地  金 種  類
対前年度同月受付実績比較 対前年度受付実績累計比較

銀製品
（その他）

白金製品

金製品
(WG含む)

コンビ製品

合　計

銀製品

貴金属製品の品位証明受付状況
（令和7年12月)

地  金 種  類
対前年度同月受付実績比較 対前年度受付実績累計比較

　
☆
理
事
会

　
①
真
珠
委
員
会
案
件
：
真

珠
業
界
の
伝
統
的
呼
称
、「
金

色
（
き
ん
し
ょ
く
）」・「
ナ
チ

ュ
ラ
ル
ブ
ル
ー
・
カ
ラ
ー
」
を

ト
レ
ー
ド
ネ
ー
ム
と
し
て
採

用
す
る
。
…
…
理
事
会
承
認
、

２
０
２
６
年
１
月
１
日
実
施

　
②
色
石
委
員
会
案
件
：「
パ

ラ
イ
バ
ト
ル
マ
リ
ン
の
非
加
熱

コ
メ
ン
ト
」、「
オ
ン
フ
ァ
サ
イ

ト
と
コ
ス
モ
ク
ロ
ア
に
も
（
ひ

す
い
・
ヒ
ス
イ
・
翡
翠
は
任
意
）

の
併
記
を
認
め
る
。
…
…
理
事

会
承
認
、
２
０
２
６
年
１
月
１

日
実
施

　
③
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
委
員
会
案

件
：
会
員
が
任
意
で
行
う
合
成

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
フ
ル
グ
レ
ー

デ
ィ
ン
グ
・
ル
ー
ル
を
不
採
用

と
す
る
。
…
…
理
事
会
承
認
、

即
時
実
効

　
☆
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
委
員
会

（
西
京
邦
浩
委
員
長
）
２
０
２

５
年
第
12
回

　
①
パ
ビ
リ
オ
ン
側
に
ナ
ノ
サ

イ
ズ
の
溝
が
つ
い
て
い
る
カ
ッ

ト
の
コ
メ
ン
ト
に
20
日
間
ル
ー

ル
を
適
用
す
る
。

２
０
２
6

２
０
２
6
年
頭
所
感

年
頭
所
感

一
般
社
団
法
人 

宝
石
鑑
別
団
体
協
議
会

会
長

近　

ケ
イ
子

プ
ラ
チ
ナ
・
ギ
ル
ド
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
㈱

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

ハ
ン
キ
ン
ソ
ン
尚
子

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
昨
年
は
プ
ラ
チ
ナ
・
ギ
ル
ド
・

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
が
日
本

で
活
動
を
開
始
し
て
か
ら
50
周

年
と
い
う
節
目
の
年
で
し
た
。

こ
の
半
世
紀
、
実
直
に
プ
ラ
チ

ナ
の
価
値
と
魅
力
の
普
及
に
努

め
、
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
プ
ラ

チ
ナ
・
ジ
ュ
エ
リ
ー
市
場
を
創

出
で
き
た
の
は
、
共
に
歩
ん
で

く
だ
さ
っ
た
宝
飾
業
界
の
皆
様

方
の
お
か
げ
と
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。 

　
２
０
２
５
年
も
国
内
ジ
ュ
エ

リ
ー
市
場
は
堅
調
に
推
移
し
ま

し
た
が
、
６
月
か
ら
10
月
に
か

け
て
記
録
的
な
暑
さ
が
続
き
、

来
店
者
数
に
影
響
を
及
ぼ
し
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
金
地
金
価
格

の
急
騰
に
比
べ
て
緩
や
か
な
上

昇
を
維
持
し
て
い
た
プ
ラ
チ
ナ

も
昨
年
秋
か
ら
急
騰
し
、
ジ
ュ

エ
リ
ー
価
格
の
改
定
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
年
で
も
あ
り
ま
し

た
。
こ
う
し
た
環
境
変
化
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
消
費
者
へ
価
値

あ
る
提
案
を
続
け
ら
れ
た
こ
と

は
大
き
な
成
果
で
す
。 

　
そ
し
て
世
界
的
に
変
化
が
加

速
す
る
中
で
迎
え
る
２
０
２
６

年
、「
プ
ラ
チ
ナ
・
ジ
ュ
エ
リ

ー
の
普
及
に
忠
実
で
あ
り
な
が

ら
、
変
化
に
強
い
」
姿
勢
を
さ

ら
に
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
次
世
代
の
ジ
ュ
エ
リ
ー
愛
好

者
を
育
成

　
昨
年
５
周
年
を
迎
え
た
「
プ

ラ
チ
ナ
・
ウ
ー
マ
ン
」
は
、
そ

の
認
知
率
が
35
％
を
達
成
し
ま

し
た
。
ま
た
プ
ラ
チ
ナ
・
ジ
ュ

エ
リ
ー
の
非
購
入
理
由
の
ト

ッ
プ
で
あ
っ
た
「
高
す
ぎ
る
」

「
興
味
が
な
い
」
が
、
そ
れ
ぞ

れ
23
・
５
％
か
ら
17
・
５
％
、

16
・
８
％
へ
と
減
少
し
ま
し

た
。
こ
う
し
た
傾
向
を
追
い
風

にPGI

で
は
、
よ
り
多
様
な

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
寄
り
添
う

年
２
回
の
新
作
投
入
や
デ
ジ
タ

ル
施
策
を
積
極
的
に
展
開
し
て

プ
ラ
チ
ナ
・
ジ
ュ
エ
リ
ー
の
魅

力
を
届
け
、
次
世
代
の
プ
ラ
チ

ナ
・
ジ
ュ
エ
リ
ー
愛
好
者
の
育

成
に
寄
与
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
新
た
な
成
長
機
会 

　
２
０
１
４
年
の
消
費
者
意
識

調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
消
費

者
動
向
は
、
今
な
お
重
要
な
示

唆
を
与
え
て
い
ま
す
。
過
去
３

年
間
に
ブ
ラ
イ
ダ
ル
以
外
の
プ

ラ
チ
ナ
・
ジ
ュ
エ
リ
ー
を
入
手

し
た
消
費
者
は
、
未
入
手
者
に

比
べ
て
「
ジ
ュ
エ
リ
ー
へ
の
関

心
」
が
約
3
倍
（
83
％
：
30
％
）

高
く
、
自
分
で
購
入
す
る
場
合

の
上
限
価
格
は
倍
増
（
21
万
：

９
万
）
と
、
大
き
く
向
上
し
て

い
ま
す
。
若
い
女
性
へ
の
自
己

購
入
提
案
、
人
生
の
節
目
を
彩

る
プ
ラ
チ
ナ
・
ジ
ュ
エ
リ
ー
の

価
値
訴
求
の
施
策
は
継
続
し
つ

つ
、
各
種
調
査
で
得
ら
れ
た
消

費
者
イ
ン
サ
イ
ト
を
も
と
に
、

現
代
の
幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
ユ
ニ
セ
ッ
ク
ス
デ
ザ
イ
ン
や

資
産
性
の
高
い
ジ
ュ
エ
リ
ー
な

ど
、
業
界
全
体
で
新
た
な
需
要

創
出
に
取
り
組
ん
で
い
く
所
存

で
す
。 

　
さ
ら
に
長
年
注
力
し
て
い
る

販
売
員
教
育
を
は
じ
め
と
し
た

業
界
向
け
施
策
も
、
手
を
緩
め

る
こ
と
な
く
、
か
つ
時
代
に
合

わ
せ
て
刷
新
し
つ
つ
、
購
買
意

欲
を
向
上
さ
せ
る
コ
ン
テ
ン
ツ

の
開
発
・
普
及
に
努
め
ま
す
。 

　
本
年
度
も
Ｐ
Ｇ
Ｉ
で
は
皆
様

と
と
も
に
、
宝
飾
業
界
の
健
全

な
発
展
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。
２
０
２
６
年
が
皆
さ
ま
に

と
っ
て
健
や
か
で
実
り
豊
か
な

年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

新
し
い
時
代
、
新
し
い
プ
ラ
チ
ナ

購
買
意
欲
向
上
さ
せ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
創
出

今年は挑戦の年に！

団体の活動をより広く社会
に知っていただくため活動

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
平
素
よ
り
Ａ

Ｇ
Ｌ
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
、
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

す
べ
て
の
技
術
系
委
員
会
に
お

い
て
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
を
本
格

的
に
導
入
し
た
こ
と
で
、
距
離

や
時
間
の
制
約
を
超
え
、
多
様

な
専
門
性
が
一
堂
に
会
す
る
場

が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
委
員
間
の
議
論
は
よ
り

活
発
に
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
知

見
が
効
果
的
に
共
有
さ
れ
る
体

制
が
整
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
Ａ
Ｇ
Ｌ
に
と
っ
て
大
き
な

前
進
で
あ
り
、
今
後
も
継
続
し

て
発
展
さ
せ
て
い
く
べ
き
重
要

な
取
り
組
み
だ
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
他
の
業
界
と
同
様
に
高
齢
化

や
後
継
者
不
足
等
の
理
由
で
会

員
数
が
減
少
す
る
中
で
は
あ
り

ま
す
が
、
会
員
相
互
の
つ
な
が

っ
て
い
る
こ
と
に
、
会
長
と
し

て
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
は
、
Ａ
Ｇ
Ｌ
の
役
割
と

活
動
を
よ
り
広
く
社
会
に
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
、
一
般
向
け

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
を
計
画
す
る

と
と
も
に
、
自
治
体
の
子
ど
も

向
け
イ
ベ
ン
ト
に
も
挑
戦
い
た

し
ま
す
。
宝
石
の
魅
力
や
鑑
別

の
意
義
に
触
れ
る
機
会
を
提
供

す
る
こ
と
で
、
次
世
代
の
興
味

と
理
解
を
育
む
こ
と
が
で
き
る

と
思
い
ま
す
。
こ
う
し
た
取
り

組
み
は
、
業
界
全
体
の
信
頼
醸

成
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

　
業
界
の
他
団
体
と
連
携
を
深

め
、
消
費
者
に
と
っ
て
分
か
り

や
す
く
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
い

ル
ー
ル
づ
く
り
に
つ
い
て
協
議

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
社
会

の
変
化
が
早
い
今
こ
そ
、
業
界

が
一
体
と
な
り
、
信
頼
性
・
透

明
性
を
高
め
る
取
り
組
み
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
Ａ
Ｇ
Ｌ
と
し
て

も
積
極
的
に
意
見
を
提
案
し
、

よ
り
良
い
市
場
環
境
の
構
築
に

貢
献
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　
本
年
も
会
員
と
力
を
合
わ

せ
、
技
術
の
向
上
と
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
志
向
を
忘
れ
る
こ
と

な
く
、
宝
石
鑑
別
業
界
の
健
全

な
発
展
に
寄
与
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
引
き
続
き
ご
指
導
ご

鞭
撻
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

て
お
り
ま
す
。
各
会
員
が
積
極

的
に
意
見
を
交
わ
し
、
よ
り
よ

い
鑑
別
技
術
と
業
界
発
展
の
た

め
に
力
を
寄
せ
合
っ
て
く
だ
さ

り
や
活
動
の
質
は
む
し
ろ
向
上

し
、
組
織
と
し
て
の
結
束
が
一

段
と
強
ま
っ
た
こ
と
に
安
堵
し

　
②
保
留
中
の
合
成
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
の
フ
ル
グ
レ
ー
デ
ィ
ン

グ
・
ル
ー
ル
の
不
採
用
を
理
事

会
承
認
案
件
と
し
た
。

　
③
他

　
☆
色
石
委
員
会
（
古
屋
正
貴

委
員
長
）
２
０
２
５
年
第
11
回

　
①
海
外
鑑
別
機
関
が
採
用
し

て
い
る
ジ
ェ
イ
ダ
イ
ト
（
ひ
す

い
）
の
処
理
区
分
を
Ａ
・
Ｂ
・

Ｃ
の
タ
イ
プ
別
に
表
記
す
る
案

を
、
Ａ
Ｇ
Ｌ
も
採
用
す
る
か
検

討
し
た
。

　
②
コ
ラ
ン
ダ
ム
の
低
温
加
熱

に
つ
い
て
、
そ
の
コ
メ
ン
ト
も

含
め
て
検
討
し
た
。

　
③
ト
ル
コ
石
の
分
析
を
行
わ

な
い
簡
易
鑑
別
の
コ
メ
ン
ト
に

つ
い
て
検
討
し
た
。

　
④
業
者
か
ら
要
望
の
多
い
ト

レ
ー
ド
ネ
ー
ム
を
、
消
費
者
保

護
の
視
点
を
持
ち
つ
つ
検
討
し

て
い
く
。

　
⑤
他

　
☆
真
珠
委
員
会
（
渥
美
郁
男

委
員
長
）
２
０
２
５
年
第
11
回

　
①
ト
レ
ー
ド
ネ
ー
ム
と
し

て
、「
金
色
（
き
ん
し
ょ
く
）」

と
「
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ブ
ル
ー
・
カ

ラ
ー
」
の
採
用
を
理
事
会
承
認

案
件
と
す
る
。

　
②
無
核
海
水
産
養
殖
真
珠
の

「
ケ
シ
」
呼
称
を
再
検
討
し
た
。

　
③
他

　
☆
総
務
委
員
会
（
吉
澤
博
幸 

委
員
長
）
２
０
２
５
年
第
11
回

　
①
活
動
計
画
の
一
環
と
し

て
、
セ
ミ
ナ
ー
計
画
を
前
進
さ

せ
る
た
め
、
特
別
チ
ー
ム
を
編

制
す
る
。

　
②
宝
石
鑑
別
書
に
付
記
す
る

宝
石
の
説
明
書
に
つ
い
て
、
審

議
を
依
頼
し
た
技
術
委
員
会
よ

り
内
容
に
間
違
い
が
な
け
れ
ば

可
と
す
る
返
事
を
受
け
取
っ

た
。
書
式
等
に
つ
い
て
は
総
務

委
員
会
が
審
議
す
る
。

　
③
他

Ａ
Ｇ
Ｌ

12
月
の
活
動
報
告

　
〇
環
境
に
優
し
い
（
採
掘
に

伴
う
環
境
破
壊
や
人
権
問
題
を

回
避
で
き
る
） 

　
〇
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

が
良
い 

　
〇
品
質
が
安
定
し
て
い
る 

　
さ
ら
にLUM

ERA

は
天

然
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
で
は
難
し
い

「
星
型
」
カ
ッ
ト
も
提
供
！

の
鑑
定
機
関
で
な
い
と
見
分
け

が
つ
か
な
い
と
言
わ
れ
て
い

る
。

　
ア
メ
リ
カ
宝
石
学
会
（
Ｇ
Ｉ

Ａ
）
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
連
邦
取

引
委
員
会
（
Ｆ
Ｔ
Ｃ
）
が
本
物

の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
と
し
て
認
め

て
お
り
、
Ｈ
Ｐ
Ｈ
Ｔ
法
も
し
く

は
Ｃ
Ｖ
Ｄ
法
で
生
成
さ
れ
る
。

採
掘
に
伴
う
環
境
破
壊
や
人
権

問
題
を
も
回
避
で
き
る
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
で
エ
シ
カ
ル
な
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
。
ま
た
流
通
や
採
掘
の

コ
ス
ト
が
不
要
と
な
る
た
め
天

然
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
３
分
の
１

～
10
分
の
１
の
価
格
で
手
に
入

れ
や
す
く
、
４
Ｃ
と
言
わ
れ
る

Cut

（
カ
ッ
ト
）・Color

（
カ

ラ
ー
）・Clarity

（
透
明
度
）・

Carat

（
重
さ
）
も
高
水
準
を

安
定
的
に
キ
ー
プ
出
来
る
。 

　《
技
術
の
進
歩
で
誕
生
し
た

ラ
ボ
グ
ロ
ウ
ン
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

の
特
長
》 

同
様
の
特
性
を
持
ち
、
ア
メ
リ

カ
宝
石
学
会
（
Ｇ
Ｉ
Ａ
）
お
よ

び
ア
メ
リ
カ
連
邦
取
引
委
員

会
（
Ｆ
Ｔ
Ｃ
）
が
「
本
物
の
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
」
と
認
め
て
い

る
。
そ
の
ラ
ボ
グ
ロ
ウ
ン
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
の
新
し
い
ブ
ラ
ン
ド

LUM
ERA

が
日
本
か
ら
誕
生

す
る
。
天
然
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
に

劣
ら
な
い
美
し
さ
で
あ
り
な
が

ら
、
さ
ら
に
天
然
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
で
は
難
し
い
デ
ザ
イ
ン
を
も

実
現
し
た
。 

　《
ラ
ボ
グ
ロ
ウ
ン
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
と
は
》

　
地
下
の
マ
ン
ト
ル
で
数
十
億

年
か
け
て
育
つ
天
然
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
と
は
異
な
り
、
研
究
室
で

数
週
間
～
数
カ
月
か
け
て
人
工

的
に
育
成
さ
れ
た
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
。
化
学
組
成
（
炭
素
）、
結

晶
構
造
、
物
理
的
・
光
学
的
に

も
天
然
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
と
同
様

の
特
性
を
持
つ
こ
と
か
ら
専
門

　Solvvy 

㈱
（
東
京
都
新
宿

区
、
安
達
慶
高
代
表
取
締
役
社

長
）
は
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ

り
実
験
室
で
育
っ
た
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
な
本
物
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

と
し
て
知
ら
れ
る
ラ
ボ
グ
ロ
ウ

ン
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
新
ブ
ラ
ン

ドLUM
ERA

（
ル
メ
ラ
）
を

２
０
２
５
年
12
月
８
日
ロ
ー
ン

チ
し
た
。

　
ラ
ボ
グ
ロ
ウ
ン
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
は
研
究
室
で
育
成
さ
れ
て
い

る
が
、
化
学
組
成
（
炭
素
）、

結
晶
構
造
、
物
理
的
・
光
学
的

に
も
天
然
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
と

　
㈱
田
中
貴
金
属
グ
ル
ー
プ

（
東
京
都
中
央
区
、
田
中 

浩
一

朗
代
表
取
締
役
社
長
執
行
役

員
）
は
、
こ
の
度
、
一
人
ひ
と

り
が
「
働
く
こ
と
の
喜
び
・
楽

し
さ
を
実
感
し
、
輝
く
未
来
と

可
能
性
を
描
け
る
会
社
」
を
目

指
し
、
１
月
５
日
付
け
で
新
会

社
「
田
中
貴
金
属
ネ
ク
ス
ト
株

式
会
社
」
を
設
立
し
た
。

　
な
お
、
同
社
は
、「
障
害
者

の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法

律
」
に
基
づ
く
特
例
子
会
社
の

認
定
申
請
を
予
定
し
て
い
る
。

　
特
例
子
会
社
と
は
、
障
害
者

の
雇
用
促
進
お
よ
び
安
定
を
目

的
と
し
て
設
立
さ
れ
る
子
会
社

で
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
認
定

を
受
け
た
会
社
を
指
す
。
認
定

を
受
け
る
と
障
害
者
雇
用
率
の

算
定
に
お
い
て
親
会
社
と
同
一

の
事
業
所
と
し
て
取
り
扱
わ
れ

る
。

　
田
中
貴
金
属
で
は
、
従
業
員

一
人
ひ
と
り
の
個
性
こ
そ
が
価

値
を
生
み
出
す
源
泉
と
考
え
、

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
エ
ク
イ
テ

ィ
＆
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
（
Ｄ

Ｅ
＆
Ｉ
）
の
推
進
を
重
要
な
経

営
戦
略
の
一
つ
と
位
置
付
け
、

全
社
で
取
り
組
ん
で
い
る
。
特

例
子
会
社
の
設
立
を
機
に
、
よ

り
良
い
未
来
づ
く
り
に
向
け
た

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
と
従

業
員
の
幸
せ
の
実
現
を
よ
り
一

層
推
進
し
て
い
く
。

　
■
特
例
子
会
社
概
要

会
社
名
： 

田
中
貴
金
属
ネ
ク
ス

ト
株
式
会
社

設
立
日
：
２
０
２
６
年
１
月
５

日役
員
：
代
表
取
締
役
社
長
執
行

役
員
　
戸
井
智
博
、
取
締
役
　

田
中
浩
一
朗
、
取
締
役
　
吉
田

一
晴
、
監
査
役
　
佐
藤
昭
仁

所
在
地
： 

東
京
都
中
央
区
日
本

橋
茅
場
町
２
‐
６
‐
６

資
本
金
：
１
０
０
０
万
円

事
業
内
容
：
田
中
貴
金
属
各
社

の
障
が
い
の
あ
る
社
員
の
採
用

支
援
・
職
場
定
着
支
援
障
が
い

者
雇
用
に
関
す
る
理
解
促
進
の

た
め
の
社
内
研
修
や
啓
発
活

動
。
行
政
機
関
・
支
援
機
関
・

特
別
支
援
学
校
と
の
協
働
に
よ

る
雇
用
モ
デ
ル
の
構
築
。
そ
の

他
障
が
い
者
の
雇
用
促
進
に
つ

な
が
る
新
事
業
の
開
発
。
事
務

系
補
助
業
務
を
中
心
と
し
た
バ

ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
業
務
（
伝
票
起

票
、
備
品
補
充
・
発
注
、
清
掃

等
）。

　
ロ
ー
マ
誕
生
の
世
界
的
な
ハ

イ
ジ
ュ
エ
ラ
ー
で
あ
り
ハ
イ
エ

ン
ド
ウ
ォ
ッ
チ
メ
イ
カ
ー
で
あ

る
ブ
ル
ガ
リ
は
、
俳
優
・
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
で
あ
る
中
島
健
人

（
写
真
）
が
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
に

就
任
す
る
こ
と
を
発
表
し
た
。

　
中
島
健
人
と
い
う
名
の
宝
石

が
、
新
た
に
ブ
ル
ガ
リ 

フ
ァ

ミ
リ
ー
の
一
員
と
し
て
ブ
ル
ガ

リ
の
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
た
ち
と
名

を
連
ね
る
こ
と
に
な
っ
た
。
中

島
健
人
は
、
ソ
ロ
シ
ン
ガ
ー
と

し
て
、
俳
優
と
し
て
、
躍
動
感

あ
ふ
れ
る
ス
テ
ー
ジ
や
、
心
に

残
る
名
演
技
で
長
年
に
わ
た
り

人
々
を
魅
了
し
て
き
た
。

　
明
確
な
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
が
あ
る

こ
と
、
そ
の
た
め
の
確
固
た
る

決
意
が
あ
る
こ
と
は
、
近
年

数
々
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
中
島

健
人
と
親
交
を
深
め
て
き
た
ブ

ル
ガ
リ
の
み
な
ら
ず
、
人
々
に

広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
ブ
ル
ガ

リ
が
中
島
健
人
を
フ
ァ
ミ
リ
ー

に
迎
え
る
こ
と
は
必
然
で
あ
っ

た
と
い
え
る
。

　
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
就
任
に
際
し

て
、
中
島
健
人
は
次
の
よ
う
に

コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
た
。

　
「
こ
の
度
、
ア
ン
バ
サ
ダ
ー

に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
中
島
健
人
で
す
。
こ
こ
数

年
の
ご
縁
、
愛
に
溢
れ
た
時
間

を
お
互
い
に
積
み
重
ね
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
に
迎
え
入
れ
て
く
だ
さ

っ
た
こ
と
、
と
て
も
幸
せ
に
思

っ
て
お
り
ま
す
。
ブ
ル
ガ
リ
の

ジ
ュ
エ
リ
ー
は
、
約
12
年
ほ
ど

前
か
ら
セ
ー
ブ
・
ザ
・
チ
ル
ド

レ
ン
の
リ
ン
グ
を
愛
用
し
て
お

り
、
ス
テ
ー
ジ
な
ど
で
身
に
つ

け
る
こ
と
で
自
分
の
魅
力
を
引

き
出
し
て
く
れ
る
大
切
な
リ
ン

グ
で
し
た
。

　
海
外
ド
ラ
マ
『
コ
ン
コ
ル
デ

ィ
ア
』
の
撮
影
の
た
め
イ
タ
リ

ア
・
ロ
ー
マ
で
生
活
を
し
て
い

た
時
、
街
を
歩
き
な
が
ら
台
本

を
覚
え
る
と
い
う
時
間
を
過
ご

し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
際
、
圧

倒
的
な
存
在
感
を
放
つ
ブ
ル
ガ

リ 

コ
ン
ド
ッ
テ
ィ 

本
店
の
光

景
に
憧
れ
の
視
線
を
送
り
な
が

ら
、
そ
の
場
に
立
ち
止
ま
っ
た

こ
と
を
未
だ
に
覚
え
て
い
ま

す
。

　
こ
れ
か
ら
は
ア
ン
バ
サ
ダ
ー

と
し
て
ブ
ル
ガ
リ
の
魅
力
を
、

日
本
、
そ
し
て
世
界
中
に
、
僕

ら
し
い
『
表
現
』
で
伝
え
て
い

き
、
多
く
の
方
々
の
眼
差
し
を

宝
石
の
よ
う
に
輝
か
せ
た
い
と

思
い
ま
す
」

障害者の雇用促進および安定を目的に

田中貴金属ネクスト設立特　例
子会社

中
島
健
人
『
ブ
ル
ガ
リ
』
の
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
に
就
任

ソロシンガー、俳優で人気

Ｓ
о
ｌ
ｖ
ｖ
ｙ

新ブランド

ラボグロウンだから叶う !!

サステナブルな本物ダイヤ

ＬＵＭＥＲＡ 誕生誕生新ブランド ＬＵＭＥＲＡＬＵＭＥＲＡ

　
中
島
健
人
の
ア
ン
バ
サ
ダ

ー
就
任
を
祝
し
、
１
月
９
日

（
金
）
に
ブ
ル
ガ
リ 

公
式

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム@

bvlgari

で
、
中
島
健
人
の
ア
ン
バ
サ
ダ

ー
就
任
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
が
公
開

さ
れ
た
。

1ct 相当贅沢な LUMERA
のスターカット
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１
９
７
０
年
生
ま
れ
、東
京
都
出
身
。

16
歳
で
渡
米
し
て
江
連
忠
プ
ロ
と
出

会
い
、
試
合
を
転
戦
し
な
が
ら
ゴ
ル

フ
最
新
理
論
を
学
ぶ
。
96
年
日
本
プ

ロ
テ
ス
ト
合
格
。
多
く
の
プ
ロ
、
ア

マ
を
指
導
し
、レ
ッ
ス
ン
が
大
人
気
。

スコアアップの
　　　　近道
スコアアップの
　　　　近道
スコアアップの
　　　　近道

プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
小
野
寺
誠
の
極
意

　
寒
さ
が
一
段
と
厳
し
く
な

る
こ
れ
か
ら
の
シ
ー
ズ
ン

は
、
コ
ー
ス
に
着
ぶ
く
れ
ゴ

ル
フ
ァ
ー
が
多
く
な
り
ま

す
。

　
冬
ゴ
ル
フ
は
上
級
者
で
さ

え
ハ
ー
フ
で
ス
コ
ア
が
２
打

違
っ
て
く
る
と
い
わ
れ
ま

す
。

　
雨
期
の
ゴ
ル
フ
よ
り
も
真

冬
の
ゴ
ル
フ
の
方
が
ス
コ
ア

メ
ー
ク
は
難
し
い
の
で
す
。

　
寒
さ
で
気
温
が
下
が
れ
ば

ボ
ー
ル
性
能
も
十
分
に
発
揮

で
き
ず
に
飛
ば
ず
、
北
風
が

強
さ
を
増
せ
ば
ボ
ー
ル
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
が
利
き
ま
せ
ん
。

　
シ
ャ
フ
ト
の
し
な
り
も
感

じ
に
く
く
な
る
た
め
、
ス
イ

ン
グ
リ
ズ
ム
も
狂
い
が
生
じ

や
す
い
の
も
理
由
で
す
。

　
さ
ら
に
早
朝
な
ら
、
グ
リ

ー
ン
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
よ

う
に
カ
チ
ン
コ
チ
ン
に
凍
っ

て
お
り
、
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト

で
も
大
き
く
跳
ね
て
グ
リ
ー

ン
奥
ま
で
オ
ー
バ
ー
し
、
ト

ラ
ブ
ル
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と

ミ
ス
シ
ョ
ッ
ト
誘
発
す
る

冬
の
着
ぶ
く
れ
ス
イ
ン
グ

も
あ
る
。

　
第
一
、
着
ぶ
く
れ
で
ス
イ

ン
グ
は
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
ま

せ
ん
。

　
防
寒
具
を
た
く
さ
ん
着
込

め
ば
体
は
当
然
動
き
に
く
く

な
り
、
無
理
や
り
バ
ッ
ク
ス

イ
ン
グ
す
れ
ば
ク
ラ
ブ
は
軌

道
の
外
に
上
が
る
し

か
な
く
、
手
打
ち
に

よ
る
ア
ウ
ト
サ
イ
ド

イ
ン
軌
道
の
カ
ッ
ト

打
ち
で
ス
ラ
イ
ス
の

ミ
ス
が
出
や
す
く
な

り
ま
す
。
そ
れ
で
下

半
身
が
止
ま
っ
て
し

ま
え
ば
引
っ
掛
け
の

ミ
ス
も
あ
る
。

　
着
ぶ
く
れ
で
動
き

に
く
い
体
を
動
か
そ

う
と
す
る
力
み
が
厄

介
な
の
で
す
。

　
そ
こ
で
面
倒
で

負
荷
が
か
か
ら
ず
、
体
の
動

き
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
っ
て
ナ

イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
が
出
や
す
く

な
る
も
の
で
す
。

　
プ
ロ
は
ラ
ウ
ン
ド
中
に
シ

ョ
ッ
ト
時
だ
け
ダ
ウ
ン
ウ
エ

ア
を
脱
ぐ
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
ア
マ
チ
ュ
ア
は
面
倒
な

の
か
ま
ず
脱
ぎ
ま
せ
ん
。

　
上
着
を
一
度
脱
ぐ
と
い
う

動
作
が
ス
イ
ン
グ
リ
ズ
ム
を

つ
く
り
、
緊
張
し
な
い
ル
ー

テ
ィ
ン
ワ
ー
ク
に
も
な
り
ま

す
。

　
早
朝
の
練
習
グ
リ
ー
ン
で

は
ハ
ン
ド
ウ
オ
ー
マ
ー
を
し

た
ま
ま
パ
ッ
テ
ィ
ン
グ
練
習

を
す
る
と
い
い
で
し
ょ
う
。

　
手
先
が
使
え
な
い
の
で
、

体
（
肩
）
で
正
し
い
ス
ト
ロ

ー
ク
が
得
ら
れ
や
す
い
。

　
第
一
、
寒
さ
で
手
が
か
じ

か
ん
で
し
ま
え
ば
、
微
妙
な

タ
ッ
チ
が
わ
か
り
に
く
い
。

そ
れ
よ
り
大
き
な
体
の
動
き

や
筋
肉
を
覚
醒
さ
せ
た
ほ
う

が
、
よ
り
効
果
的
な
パ
ッ
ト

練
習
に
な
り
ま
す
。

　
極
寒
ゴ
ル
フ
に
は
、
そ
れ

な
り
の
対
応
策
を
心
得
て
お

け
ば
、
ス
コ
ア
を
ボ
ロ
ボ
ロ

崩
さ
ず
に
済
み
ま
す
。

　
ぜ
ひ
試
し
て
く
だ
さ
い
。

直前に上着を１度脱ぐも
、
シ
ョ
ッ
ト
の
際
は
１
枚

脱
ぐ
だ
け
で
も
体
が
動
き
や

す
く
な
る
も
の
で
す
。

　
そ
の
時
に
、
着
ぶ
く
れ
状

態
で
一
度
素
振
り
を
し
た

ら
、
打
つ
直
前
に
上
着
を
１

枚
脱
い
で
も
う
一
度
素
振
り

を
す
る
と
い
う
ル
ー
テ
ィ
ン

を
取
り
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　
す
る
と
上
半
身
に
余
計
な

日本打破へ米国は威信
かけＭＬＢ最強投打陣

　
大
谷
翔
平
が
米
国
の
本
気

に
火
を
点
け
て
し
ま
っ
た
よ

う
だ
。
２
０
２
６
年
３
月
５

日
に
開
幕
す
る
第
６
回
ワ
ー

ル
ド
・
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
ク

ラ
シ
ッ
ク
（
Ｗ
Ｂ
Ｃ
）
の
こ

と
だ
。

　
大
谷
は
昨
季
、
打
者
と
し

て
自
己
最
多
55
本
塁
打
を
放

つ
大
活
躍
を
見
せ
、
６
月
か

ら
二
刀
流
復
帰
。
フ
ル
回
転

で
ド
ジ
ャ
ー
ス
の
ワ
ー
ル
ド

シ
リ
ー
ズ
連
覇
に
大
き
く
貢

献
し
て
３
年
連
続
４
度
目
の

最
優
秀
選
手
賞
（
Ｍ
Ｖ
Ｐ
）

を
満
場
一
致
で
受
賞
し
た
。

　
ア
・
ナ
両
リ
ー
グ
で
の
Ｍ

Ｖ
Ｐ
受
賞
は
史
上
初
の
快
挙

で
あ
り
、
す
で
に
メ
ジ
ャ
ー

を
代
表
す
る
顔
と
し
て
米
国

で
も
人
気
の
ス
ー
パ
ー
ス
タ

ー
だ
。
そ
し
て
昨
オ
フ
の
11

月
25
日
に
自
身
の
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
で
早
々
と
Ｗ
Ｂ
Ｃ
出

場
を
表
明
し
た
こ
と
で
、
フ

ァ
ン
の
大
会
へ
の
関
心
が
一

気
に
高
ま
り
だ
し
た
。

　
Ｗ
Ｂ
Ｃ
は
２
０
０
６
年
か

ら
始
ま
り
、
過
去
５
大
会
の

優
勝
国
は
日
本
３
回（
06
年
、

09
年
、
23
年
）、
ド
ミ
ニ
カ

１
回
（
13
年
）、
米
国
１
回

（
17
年
）
と
侍
ジ
ャ
パ
ン
が

圧
倒
的
な
強
さ
を
誇
る
。
前

回
大
会
は
大
谷
が
決
勝
の
９

回
に
登
板
し
、
ト
ラ
ウ
ト
を

空
振
り
三
振
に
打
ち
取
っ
た

名
勝
負
は
い
ま
で
も
記
憶
に

強
烈
だ
。

　
Ｗ
Ｂ
Ｃ
は
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー

グ
機
構
（
Ｍ
Ｌ
Ｂ
）
と
Ｍ
Ｌ

Ｂ
選
手
会
が
世
界
へ
の
野
球

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
拡
大
を
目
指

し
て
始
め
た
が
、
３
月
は
Ｎ

Ｂ
Ａ
、
Ｎ
Ｈ
Ｌ
の
人
気
プ
ロ

ス
ポ
ー
ツ
が
シ
ー
ズ
ン
終
盤

を
迎
え
て
お
り
、
さ
ら
に
Ｍ

Ｌ
Ｂ
優
勝
チ
ー
ム
が
世
界
一

と
い
う
認
識
が
強
く
米
国
内

で
は
こ
れ
ま
で
盛
り
上
が
り

が
い
ま
一
つ
欠
け
て
い
た
。

　
し
か
し
大
谷
が
再
び
侍
ジ

ャ
パ
ン
に
登
場
す
る
と
な
れ

ば
話
は
別
だ
。

　
米
国
代
表
の
マ
イ
ケ
ル
・

ヒ
ル
Ｇ
Ｍ
が
、「
野
球
は
米

国
の
国
技
だ
が
、
Ｗ
Ｂ
Ｃ
前

回
王
者
は
日
本
。
そ
の
事
実

か
ら
目
を
背
け
て
は
い
け
な

い
。
だ
か
ら
こ
そ
米
国
の
威

信
を
か
け
て
チ
ー
ム
Ｕ
Ｓ
Ａ

は
最
高
の
メ
ン
バ
ー
を
そ
ろ

え
た
い
」
と
打
倒
ジ
ャ
パ
ン

に
並
々
な
ら
ぬ
闘
志
を
見
せ

て
い
る
。
確
か
に
豪
華
な
顔

ぶ
れ
が
そ
ろ
っ
て
き
た
。

　
主
将
は
ヤ
ン
キ
ー
ス
の
主

砲
ア
ー
ロ
ン
・
ジ
ャ
ッ
ジ
。

昨
季
ナ
・
リ
ー
グ
本
塁
打
王

の
カ
イ
ル
・
シ
ュ
ワ
ー
バ
ー

（
フ
ィ
リ
ー
ズ
）、
60
本
塁
打

の
カ
ル
・
ロ
ー
リ
ー
（
マ
リ

ナ
ー
ズ
）
に
、
大
谷
の
チ
ー

ム
メ
イ
ト
で
あ
る
ウ
ィ
ル
・

ス
ミ
ス
も
加
わ
り
強
力
打
線

が
ズ
ラ
リ
並
ぶ
。
投
手
陣
は

ア
・
ナ
両
リ
ー
グ
の
サ
イ
ヤ

ン
グ
賞
受
賞
の
左
腕
タ
リ

ク
・
ス
ク
バ
ル
（
タ
イ
ガ
ー

ス
）、
右
腕
ポ
ー
ル
・
ス
キ

ー
ン
ズ
（
パ
イ
レ
ー
ツ
）
が

侍
打
線
に
立
ち
は
だ
か
る
。

　
前
回
大
会
で
大
谷
は
所
属

し
た
エ
ン
ゼ
ル
ス
と
の
交
渉

で
「
起
用
法
に
制
限
な
し
」

の
お
墨
付
き
を
手
に
し
た
と

い
わ
れ
る
が
、
今
回
は
そ
の

保
証
を
得
る
の
は
難
し
そ
う

だ
。
勝
つ
こ
と
が
前
提
の
ド

ジ
ャ
ー
ス
で
ワ
ー
ル
ド
シ
リ

ー
ズ
３
連
覇
の
た
め
に
は
、

総
額
１
０
０
０
億
円
超
の
契

約
金
を
払
う
球
団
が
主
導
権

を
握
っ
て
お
り
、
二
刀
流
で

の
出
場
は
不
透
明
だ
。

　
と
は
い
え
侍
ジ
ャ
パ
ン
に

も
メ
ジ
ャ
ー
組
が
こ
れ
か
ら

加
わ
る
。
決
勝
は
３
月
17
日

に
マ
イ
ア
ミ
で
行
わ
れ
る
。

日
米
ガ
チ
ン
コ
対
決
は
熱
狂

す
る
は
ず
だ
。（
ス
ポ
ー
ツ

ラ
イ
タ
ー
・
三
山
典
央
）

大
谷
効
果
で
今
回
の
Ｗ
Ｂ
Ｃ
は
超
々
豪
華
に

　
日
本
眼
鏡
技
術
者
協
会
（
木

方
伸
一
郎
会
長
） 

は
、
２
０
２

６
年
度
実
施
予
定
の
第
５
回
試

験
か
ら
、
学
科
試
験
に
「
Ｃ
Ｂ

Ｔ
方
式
（Com

puter Based 
Testing

）」
を
導
入
す
る
こ

と
を
公
表
し
た
。 

　
Ｃ
Ｂ
Ｔ
方
式
と
は
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
を
使
用
し
て
受
検
す
る

試
験
方
式
で
、
全
国
に
設
置
さ

れ
た
テ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
で
、
受

検
者
自
身
が
希
望
す
る
日
時
・

会
場
を
選
ん
で
受
検
で
き
る
仕

組
み
。 

　
な
お
、
Ｃ
Ｂ
Ｔ
方
式
に
変
更

と
な
る
の
は
学
科
試
験
の
み
。

実
技
試
験
は
、
こ
れ
ま
で
通
り

会
場
で
の
「
集
合
形
式
」
で
実

施
す
る
。

〈
Ｃ
Ｂ
Ｔ
方
式
で
の
受
検
ス
テ

ッ
プ
〉 

　
①
受
検
申
込 

　
申
込
期
間
中
に
、
眼
鏡
作

製
技
能
検
定
公
式
サ
イ
ト（htt

ps://www.m
egane-joa.jp/

か
ら
申
し
込
み
を
。

　
個
人
申
込
： 

サ
イ
ト
上
で
申

込
・
決
済
を
行
う
。
団
体
申
込
： 

団
体
代
表
者
に
よ
る
承
認
手
続

き
が
必
要
。 

　
②
試
験
会
場
・
日
時
の
予
約    

　
申
込
完
了
後
、
㈱
Ｃ
Ｂ
Ｔ
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
か
ら
、
Ｃ
Ｂ

Ｔ
シ
ス
テ
ム
へ
の
登
録
完
了
と

予
約
方
法
の
案
内
メ
ー
ル
が
届

く
。  

メ
ー
ル
に
記
載
さ
れ
た

専
用
サ
イ
ト
か
ら
、
希
望
の
会
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☎

場
と
日
時
を
選
ん
で
予
約
を
。 

　
③ 

試
験
当
日 

　
予
約
し
た
テ
ス
ト
セ
ン
タ
ー

に
来
場
し
、
会
場
の
パ
ソ
コ
ン

を
使
用
し
て
受
検
す
る
。

１. ＣＢＴ方式と従来方式 （ＰＢＴ方式） の主な違い 
項目

試験会場

試験日時

回答方法

電卓の使用

従来方式 （PBT ： マークシート方式）

指定された大規模会場 （全国７会場）

特定の指定日 （例 ： 日曜日）

問題用紙とマークシートに記入

関数電卓の持込可 （＊一部制限あり）

新方式 （CBT ： コンピュータ試験）

全国の提携テストセンター （約 300 か所）

試験期間内で希望の日時を選択可能

パソコン画面上でマウス操作により解答

持込不可 。 画面内に表示される電卓を使用 

　
令
和
７
年
12
月
19
日
に
「
第

２
回
日
本
国
際
眼
鏡
展
実
行
委

員
会
」
の
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
が

開
か
れ
、
会
期
の
日
程
変
更
な

ど
が
決
め
ら
れ
た
。

　
第
１
号
議
案
　
会
期
日
程
の

変
更
に
つ
い
て

　
当
初
、
10
月
７
日
（
水
）
～

９
日
（
金
）
で
会
期
を
予
定
し

て
い
た
が
、
建
物
上
の
都
合
か

ら
、
準
備
日
が
２
日
間
必
要
と

考
え
ら
れ
る
た
め
、
会
期
を
10

月
７
日
（
水
）、
８
日
（
木
）

の
２
日
間
と
し
、
準
備
日
を
５

日
（
月
）、
６
日
（
火
）
と
す

る
こ
と
を
提
案
し
た
と
こ
ろ
、

全
員
一
致
に
よ
り
第
１
号
議
案

は
承
認
さ
れ
た
。

　
第
２
号
議
案
　
各
フ
ロ
ア
の

ブ
ー
ス
設
営
の
考
え
方
に
つ
い

て　
小
間
サ
イ
ズ
の
基
本
は
３
ｍ

×
３
ｍ
が
標
準
的
サ
イ
ズ
で
あ

る
が
、
会
場
自
体
が
横
長
で
あ

る
こ
と
と
、
出
展
社
よ
り
間
口

が
広
い
方
が
い
い
と
の
こ
と
か

ら
、
４
ｍ
×
２
ｍ
と
す
る
。

　
出
展
階
に
よ
っ
て
、
以
下
の

よ
う
な
装
飾
出
展
規
定
を
定
め

た　
①
２
階
：
簡
易
的
な
装
飾
プ

ラ
ン
に
よ
る
出
展
の
み
（
宅
配

便
に
よ
る
搬
出
入
の
み
可
能
）

お
お
よ
そ
５
万
円
。

　
②
３
階
：
標
準
的
な
装
飾
プ

ラ
ン
に
よ
る
出
展
の
み
（
宅
配

便
に
よ
る
搬
出
入
の
み
可
能
）

お
お
よ
そ
11
万
。

　
③
４
階
：
デ
ザ
イ
ン
の
入
っ

た
装
飾
プ
ラ
ン
ま
た
は
自
社
装

飾
に
よ
る
出
展
（
車
両
を
用
い

た
搬
出
入
可
）お
お
よ
そ
25
万
。

　
④
５
階
：
自
社
装
飾
に
よ
る

出
展
の
み
出
展
社
は
２
小
間
以

上
と
す
る
（
車
両
を
用
い
た
搬

入
可
）

　
第
３
号
議
案
　
小
間
代
に
つ

い
て

　
出
展
料
金
は
、
税
別
25
万
円

／
１
小
間
と
す
る
。
た
だ
し
以

下
の
場
合
は
税
別
23
万
円
／
１

小
間
と
す
る

　
①
２
０
２
６
年
３
月
末
日
ま

で
に
出
展
申
込
み
を
済
ま
せ
た

場
合
【
早
期
申
込
割
引
料
金
】

　
②
６
小
間
以
上
の
小
間
数
に

て
出
展
す
る
場
合
【
大
小
間
申

込
割
引
料
金
】

　
以
上
の
と
お
り
第
２
号
議

案
、
第
３
号
議
案
を
提
案
し
た

と
こ
ろ
、
全
員
一
致
に
よ
り
承

認
さ
れ
た
。

　
２
０
２
６
年
開
催
方
式
に
つ

い
て

　
２
０
２
６
年
は
２
０
２
７
年

に
向
け
て
の
「
プ
レ
開
催
」
的

な
位
置
づ
け
と
し
、
２
０
２
７

年
は
他
の
展
示
会
と
の
統
一
開

催
を
目
指
す
こ
と
と
し
た
。

　
そ
れ
に
伴
い
、
２
０
２
６
年

の
展
示
会
開
催
時
に
は
、
２
０

２
７
年
開
催
の
展
示
会
の
ネ
ー

ミ
ン
グ
の
発
表
や
来
年
度
の
開

催
で
得
た
出
展
社
、
来
場
者
の

意
見
を
２
０
２
７
年
に
反
映
さ

せ
る
こ
と
と
し
た
。

　【
委
員
か
ら
の
意
見
】

　
日
本
メ
ガ
ネ
協
会
あ
て
に

「
日
本
眼
科
医
会 

推
奨
眼
鏡
店

制
度
」
に
関
す
る
意
見
書
が
提

出
さ
れ
、
そ
の
回
答
も
公
表
さ

れ
た
の
で
、
紹
介
す
る
。

◇
　
◇
　
◇

　【
意
見
書
】

　
代
表
理
事 

風
早
昭
正
殿 

　
提
出
日
：
令
和
７
年
10
月
27

日 　
提
出
者
：
代
表 

鞠
子
潔
、

代
表 

金
井
章
、
代
表 

石
澤
良

澄 

、
代
表 

鈴
木
健
司
、
他
１

級
眼
鏡
作
製
技
能
士
有
志
一
同 

　《
は
じ
め
に
》 

　
私
た
ち
１
級
眼
鏡
作
製
技
能

士
は
、
眼
科
医
療
と
の
連
携
強

化
と
国
民
の
目
の
健
康
促
進
と

い
う
「
推
奨
眼
鏡
店
制
度
」
の

理
念
に
深
く
賛
同
し
て
お
り
ま

す
。
制
度
の
趣
旨
が
広
く
浸
透

し
、
眼
鏡
作
製
技
能
士
の
専
門

性
が
社
会
的
に
正
し
く
評
価
さ

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま

す
。 

　
し
か
し
な
が
ら
、
現
在
示
さ

れ
て
い
る
制
度
案
に
お
い
て
、

１
級
と
２
級
の
技
能
士
が
同
列

に
扱
わ
れ
る
点
に
つ
い
て
、
強

い
懸
念
を
抱
い
て
お
り
ま
す
。 

　《
懸
念
点
》

　
・
推
奨
条
件
に
「
リ
カ
レ
ン

ト
教
育
を
受
講
し
た
１
級
・
２

級
技
能
士
の
在
籍
」
が
含
ま
れ

て
お
り
、
２
級
技
能
士
１
名
で

も
推
奨
店
と
し
て
認
定
さ
れ
る

可
能
性
が
あ
る 

　
・
制
度
説
明
で
は
「
１
級
は

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
や
連
携
知

識
あ
り
」
と
さ
れ
る
一
方
、
２

級
に
は
記
述
が
な
く
、
技
能
・

知
識
の
差
異
が
制
度
上
反
映
さ

れ
て
い
な
い 

　
・
実
際
、
２
級
合
格
者
の
多

く
は
技
術
的
に
未
熟
で
あ
り
、

量
販
店
の
受
験
者
は
ほ
ぼ
２
級

に
集
中
し
て
い
る
現
状
が
あ
る 

　
・
こ
の
ま
ま
で
は
「
１
級
眼

鏡
作
製
技
能
士
」
の
社
会
的
価

値
が
損
な
わ
れ
、
制
度
の
本
来

の
趣
旨
で
あ
る
「
眼
科
医
と
の

信
頼
あ
る
連
携
」
に
疑
問
が
残

る 　《
提
案
事
項 

》

　
以
上
の
点
を
踏
ま
え
、
私
た

ち
は
以
下
２
点
の
制
度
改
正
を

強
く
要
望
い
た
し
ま
す
。 

　
１
推
奨
眼
鏡
店
申
請
条
件
を

「
１
級
眼
鏡
作
製
技
能
士
が
在

籍
す
る
店
舗
」
に
限
定
す
る
こ

と
。
眼
科
医
療
と
の
連
携
に
お

い
て
、
現
時
点
で
最
も
実
効
性

あ
る
基
準
は
１
級
技
能
士
の
存

在
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
制
度

の
信
頼
性
を
担
保
す
る
た
め
に

も
、
申
請
条
件
の
明
確
化
が
必

要
で
す
。 

　
２
通
信
販
売
の
禁
止 

　
眼
鏡
作
製
技
能
士
が
直
接
顧

客
と
対
面
し
、
責
任
を
持
っ
て

対
応
す
る
こ
と
が
制
度
の
根
幹

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
通
信
販

売
は
技
術
者
責
任
の
放
棄
に
つ

な
が
り
、
制
度
の
理
念
と
相
反

し
ま
す
。 

　
今
回
の
提
出
に
あ
た
り
、
取

り
急
ぎ
50
名
余
の
署
名
を
添
え

て
お
り
ま
す
が
、
現
在
も
賛
同

を
募
っ
て
い
る
同
志
は
多
く
、

今
後
さ
ら
に
多
く
の
賛
同
者
が

加
わ
る
も
の
と
見
込
ん
で
お
り

ま
す
。 

　《
結
び
に 

》

　
本
制
度
が
、
眼
科
医
療
と
眼

鏡
業
界
の
健
全
な
連
携
を
促
進

し
、
国
民
の
目
の
健
康
に
資
す

る
も
の
と
な
る
よ
う
、
私
た
ち

も
誠
意
を
も
っ
て
協
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。
制
度
設
計
に
お
い

て
、
現
場
の
声
を
真
摯
に
受
け

止
め
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

第２回日本国際眼鏡展実行委員会議

会期日程を変更 １０月７日、８日
（準備日５日、６日）

日
メ
協
あ
て
に
提
出
さ
れ
た
『
日
本
眼
科
医
会

推
奨
眼
鏡
店
制
度
』に
関
す
る
意
見
書
へ
の
回
答

「
眼
鏡
作
製
技
能
士
」
26
年
か
ら

学
科
試
験
に
Ｃ
Ｂ
Ｔ
方
式
導
入

　
１
つ
に
ま
と
ま
っ
た
展
示
会

を
世
界
に
発
信
し
て
い
く
に

は
、
２
０
２
７
年
度
は
ど
の
よ

う
な
形
で
行
う
か
を
、
早
々
に

も
決
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　
情
報
を
待
っ
て
い
る
企
業
は

多
い
の
で
、
東
京
Ｗ
Ｏ
Ｆ
、
大

阪
Ｅ
Ｏ
Ｆ
な
ど
の
い
ろ
い
ろ
な

展
示
会
に
て
、
告
知
ブ
ー
ス
を

設
け
て
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
く
の

が
良
い
。
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い
る
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か
ら
さ

ま
ざ
ま
な
ト
レ
ン
ド
を
取
り
入

れ
つ
つ
、
ス
ポ
ー
ツ
、
ワ
ー
ク
、

ミ
リ
タ
リ
ー
と
い
っ
た
カ
ジ
ュ

ア
ル
ウ
ェ
ア
の
基
本
と
、
ア
イ

ビ
ー
、
ロ
ッ
ク
、
サ
ー
フ
ス
ケ

ー
ト
と
い
っ
た
着
こ
な
し
の
ス

タ
イ
ル
を
咀
嚼
し
、
今
日
的
な

カ
ジ
ュ
ア
ル
ス
タ
イ
ル
を
提
案

す
る
。

　《
商
品
特
徴
》

　『BEAM
S

』
の
名
称
の
由

来
で
あ
るBEAM

ING

（
光

り
輝
く
）
を
デ
ザ
イ
ン
テ
ー
マ

と
し
た
、
エ
ッ
ジ
の
際
立
つ
輝

き
を
放
つ
限
定
モ
デ
ル

　
日
本
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
文
化

に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
進
化

を
続
け
る
存
在
で
あ
る
『BEA

M
S

』
と
セ
イ
コ
ー
は
、
長
年

に
わ
た
り
協
業
に
よ
る
様
々

な
モ
デ
ル
を
発
表
し
て
き
た
。

２
０
２
６
年
、
50
周
年
を
迎
え

たBEAM
S

に
敬
意
を
表
し
、

名
称
の
由
来
で
あ
るBEAM

I
NG

（
光
り
輝
く
）
を
デ
ザ
イ

ン
テ
ー
マ
と
し
た
記
念
限
定
モ

デ
ル
が
、
歴
史
を
引
き
継
ぎ
な

が
ら
国
産
機
械
式
腕
時
計
と
し

て
の
新
た
な
魅
力
を
放
ち
続
け

る
キ
ン
グ
セ
イ
コ
ー
か
ら
登
場

す
る
。

　
大
胆
な
多
面
カ
ッ
ト
が
施
さ

れ
た
エ
ッ
ジ
の
際
立
つ
【
平
山

１
】
ケ
ー
ス
デ
ザ
イ
ン
が
特

徴
で
あ
る
キ
ン
グ
セ
イ
コ
ー

KSK

に
、
光
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
型
打
ち
【
平
山
２
】
文
様
を

施
し
た
ブ
ラ
ッ
ク
カ
ラ
ー
の
ダ

イ
ヤ
ル
を
採
用
し
た
。
型
打
ち

文
様
と
ゴ
ー
ル
ド
カ
ラ
ー
の
ロ

ゴ
や
針
、
ス
タ
ッ
ズ
の
よ
う
な

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の
カ
ッ
ト
【
平

山
３
】
の
入
っ
た
イ
ン
デ
ッ
ク

ス
が
響
き
あ
う
こ
と
で
、
輝
き

が
放
射
状
に
美
し
く
広
が
る
特

別
な
デ
ザ
イ
ン
。

　
限
定
モ
デ
ル
な
ら
で
は
の
仕

様
と
し
て
、
裏
ぶ
た
に
はBE

AM
S Lim

ited Edition

の

文
字
と
シ
リ
ア
ル
ナ
ン
バ
ー
が

マ
ー
キ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
。
ム

ー
ブ
メ
ン
ト
は
、
セ
イ
コ
ー
の

現
行
機
種
で
最
も
薄
い
自
動
巻

ム
ー
ブ
メ
ン
ト
「
キ
ャ
リ
バ
ー

6L35

」。

『
本
気
で
取
り
組
む
眼
科
と
の
連
携
』
を
テ
ー
マ
に
講
演

み
る
み
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
鈴
木
達
朗
代
表

新
春
眼
鏡
人
懇
親
会

２
月
10
日
新
御
徒
町 

オ
ー
ラ
ム
で
開
催

眼
鏡
記
者
会
主
催

２
０
２
６
年

　眼鏡記者会（加盟５社６媒体加盟、
美濃部隆代表幹事）は、新春恒例の
「２０２６年新春眼鏡人懇親会」を
２月１０日（火）１５時３０分から、
東京・新御徒町のジュエラーズタウ
ン・オーラムで開催します。
　１６時からの懇親会第２部講演会
では、一般社団法人みるみるプロ
ジェクト代表理事の鈴木達朗氏を講
師に招いた講演「本気で取り組む眼
科連携～みるみる手帳の真意～」を
行ないます。日本眼科医会の「推奨
店制度」がスタートし、眼鏡作製技
能士制度が本格化しつつあります。
また、小児の新しい眼鏡レンズ『近
視管理用レンズ』発売もあり、眼科
医と眼鏡店の連携がますます重要に
なってきます。本講演では「眼科連
携」のフィロソフィと突破口、眼科
医や視能訓練士と取り組む社会貢
献、眼科領域から見たメガネ業界へ
の期待と課題、明日から実践可能な

「眼科に強い店づくり」などについ
ての詳しく解説していただきます。
　鈴木先生は、眼科医療機器卸会社
にて約２０年勤務の間、眼科クリ
ニックを中心に併設眼鏡店運営管理
や開業支援などを経験されました。
２０２０年には有志とともに一般社
団法人みるみるプロジェクト設立、

「子どもたちの眼を守り育てる」を
キーワードに眼科と眼鏡店の連携を
支援してきました。
　今回の新春眼鏡人懇親会が、業界
の改革・活性化・発展に向けての有
意義な集いになりますよう、皆様の
積極的なご参加をお願い申し上げま
す。
　▽日時　２０２６年２月１０日（火）
午後３時３０分～７時　
　▽会場　ジュエラーズタウン・
オーラム地下１階宴会場（〒１１０
‐ ００１５　東京都台東区東上野
１‐２６‐ ２　電話０３・５８１２
・１１２３、都営大江戸線／つくば
エクスプレス新御徒町駅徒歩５分）
　▽受付　午後３時１５分～
　▽内容　第１部／新春ごあいさつ

「新たな潮流！ 2026 年新秋の展示
会」（午後 3 時 30 分～ 3 時 55 分）、
第２部／講演「本気で取り組む眼科
との連携～みるみる手帳の真意～」

（午後４時００分～５時３０分）、第
３部／懇親会（午後５時４０分～７
時００分）
　▽申込　令和８年２月２日 ( 月 )
までに FAX または E メールで、出
欠のご返事をお知らせください。眼
鏡光学出版㈱ E メール：y.minobe@
gankyo.co.jp または FAX ０３・５８
１８・１８７０にお申し込みください
　▽会費　１名様につき１万５千円。
支払方法＝①銀行振込の場合は三菱
UFJ 銀行上野支店（店番号 337）・
普通預金口座 0237652 眼鏡記者会
会計・榎本卓生（ガンキョウキシャ
カイカイケイ　エノモトタクオ）②
現金書留の場合は「眼鏡記者会本部」

（〒１１０‐００１６ 東京都台東区台東
１‐８‐７　加藤ビル眼鏡光学出版㈱、
電話０３・５８１８・１８７１、FA
X ０３・５８１８・１８７０）へ送付
③新年賀詞交歓会当日の現金支払い
　なお、お申し込み後やむを得ず欠
席の場合は代わりの方のご出席をお
願いします。
　【眼鏡記者会会員社】眼鏡光学出
版㈱、㈱興隆出版社、㈱時宝光学新
聞社、㈱時計工藝新聞社、㈱時計美
術宝飾新聞社（５０音順）

『
本
気
で
取
り
組
む
眼
科
と
の
連
携
』
を
テ
ー
マ
に
講
演

　
松
本
徽
章
工
業
㈱
（
東
京
都

台
東
区
、
松
本
彰
一
郎
代
表
取

締
役
社
長
）
は
、『
第
25
回
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
冬
季
競
技
大
会

（
２
０
２
６
／
ミ
ラ
ノ
・
コ
ル

テ
ィ
ナ
）
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
　
Ｊ
Ａ
Ｐ

Ａ
Ｎ
公
式
記
念
メ
ダ
ル
』
＝
写

真
＝
の
予
約
受
付
を
、
１
月
５

日
か
ら
同
社
通
販
サ
イ
ト
等
で

開
始
し
た
。

　
同
記
念
メ
ダ
ル
の
意
匠
は
、

表
面
に「
美
し
い
女
神
」に「
Ｔ

は
同
社
記
念
メ
ダ
ル
事
務
局

☎
０
１
２
０
‐
１
５
３
‐

１
５
４
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
☎
０
１
２
０

‐
７
１
５
‐
７
１
２
。
オ
ン
ラ

イ
ン
シ
ョ
ッ
プE-m

edal.jp

ま
で
。

円
　
限
定
数
50

個　
③
純
銀
製

（
直
径
50
㎜
・

重
量
50
ｇ
）
３

万
３
０
０
０
円

限
定
数
５
０
０

個　
④
純
金
、
純

銀
２
点
セ
ッ

ト
（
②
＋
③
）

42
万
９
０
０
０

円
　
限
定
数
50

セ
ッ
ト

　
申
し
込
み

Ｅ
Ａ
Ｍ
　
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」
の
ワ

ー
ド
マ
ー
ク
と
「
雪
の
結
晶
の

イ
メ
ー
ジ
」
を
デ
ザ
イ
ン
。
裏

面
は
「
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
　
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ

Ｎ
エ
ン
ブ
レ
ム
」
と
タ
グ
ラ
イ

ン
ロ
ゴ
「
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
　
Ｔ

Ｏ
Ｇ
Ｅ
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
」
を
配
し
、

ア
ス
リ
ー
ト
の
張
り
つ
め
た
緊

張
感
、
自
分
の
信
じ
た
道
を
追

い
求
め
る
姿
を
「
直
線
」
で
、

躍
動
感
と
一
体
感
を
「
曲
線
」

で
表
現
。

　
規
格
お
よ
び
価
格
（
税
込
）

は
次
の
通
り
。

◇
　
◇
　
◇

　
①
純
金
製
（
直
径
33
㎜
・
重

量
21
ｇ
）
１
１
０
万
円
　
限
定

数
25
個

　
②
純
金
製
（
直
径
23
㎜
・
重

量
７
・
５
ｇ
）
39
万
６
０
０
０

む
こ
と
で
、
ソ
ー
ラ
ー
充
電
機

能
も
実
現
し
た
。

　
ケ
ー
ス
と
ベ
ゼ
ル
は
27
個
の

多
パ
ー
ツ
で
構
成
さ
れ
、
一
つ

ひ
と
つ
丁
寧
に
研
磨
し
て
か
ら

精
密
に
組
み
上
げ
た
。
歴
史
あ

る
日
本
の
伝
統
技
法
と
先
進
技

術
を
融
合
し
、
洗
練
さ
れ
た
モ

デ
ル
に
仕
上
げ
た
。

　
メ
ー
カ
ー
希
望
小
売
価
格
＝

57
万
２
０
０
０
円
（
税
込
）。

　
今
回
の
『M

RG-B2100D

』

は
、
伝
統
技
法
「
木
組
」
か
ら

着
想
を
得
た
格
子
状
の
立
体
文

字
板
に
、
日
本
の
伝
統
的
な
青

色
で
あ
る
「
縹
色
」
を
採
用
し

た
耐
衝
撃
ウ
オ
ッ
チ
。

　
同
モ
デ
ル
は
、“M

R-G

”

シ
リ
ー
ズ
の
製
造
拠
点
が
あ
る

山
形
県
の
国
宝
・
五
重
塔
が
、

朝
霧
に
包
ま
れ
て
い
る
幻
想
的

な
情
景
か
ら
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ

ョ
ン
を
得
て
い
る
。
そ
の
情
景

を
表
現
し
た
青
の
ダ
イ
ア
ル

が
、
光
や
角
度
に
よ
っ
て
繊
細

な
表
情
を
変
え
、
夜
明
け
か
ら

朝
へ
と
移
ろ
う
美
し
さ
を
映
し

出
し
た
。

　
文
字
板
は
波
状
の
凹
凸
と
穴

を
持
ち
、
木
組
の
よ
う
に
緻
密

な
幾
何
学
模
様
を
描
く
。
格
子

の
隙
間
か
ら
太
陽
光
を
取
り
込

　
カ
シ
オ
計
算
機
は
、
耐
衝
撃

ウ
オ
ッ
チ
“G-SHOCK

”
の

最
上
位
シ
リ
ー
ズ“M

R-G

（
エ

ム
ア
ー
ル
ジ
ー
）”
の
新
製
品

と
し
て
、
日
本
の
伝
統
技
法

「
木
組
」
の
機
能
美
か
ら
着
想

を
得
た
格
子
状
の
立
体
文
字
板

　
セ
イ
コ
ー
ウ
オ
ッ
チ
㈱
（
東

京
都
中
央
区
、
服
部
真
二
代
表

取
締
役
会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
兼
Ｃ

Ｃ
Ｏ
）
は
、〈
キ
ン
グ
セ
イ
コ

ー
〉
Ｋ
Ｓ
Ｋ
か
ら
、『BEAM

S

』

の
50
周
年
を
記
念
す
る
限
定
モ

デ
ル
を
、
２
月
６
日
（
金
）
よ

り
発
売
す
る
。
国
内
限
定
３
０

０
本
、
希
望
小
売
価
格
は
44
万

円
（
税
込
）。

 

　
▼BEAM

S

（
ビ
ー
ム
ス
）

　
１
９
７
６
年
、
創
立
と
と
も

に
生
ま
れ
た
メ
ン
ズ
カ
ジ
ュ

ア
ル
レ
ー
ベ
ル
。「BASIC & 

EXCITING

」
を
テ
ー
マ
に

心
地
良
い
日
常
着
を
追
求
し
て

に
、
青
の
伝
統
色
「
縹
色
（
は

な
だ
い
ろ
）」
を
あ
し
ら
っ
た

『M
RG-B2100D

』
を
、
１
月

16
日
に
発
売
し

た
。

　
同
社
は
、「
驚

き
を
身
近
に
す

る
力
で
、
一
人
ひ
と
り
に
今
日

を
超
え
る
歓
び
を
。」
と
い
う

パ
ー
パ
ス
の
も
と
、
こ
れ
ま
で

に
な
い
価
値
創
造
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　“G-SHOCK

”の“M
R-G

”

シ
リ
ー
ズ
は
、
日
本
の
も
の
づ

く
り
の
精
神
と
先
進
技
術
を
融

合
さ
せ
、
高
い
耐
衝
撃
性
を
維

持
し
な
が
ら
細
部
ま
で
精
緻
に

仕
上
げ
た
モ
デ
ル
を
展
開
す
る

こ
と
で
、
驚
き
と
歓
び
を
届
け

て
い
る
。

　
Ｒ
Ｘ
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
と
日
本
ジ
ュ
エ
リ

ー
協
会
が
主
催
す
る
日
本
最
大
の
宝
飾

展
で
あ
る
「
第
37
回
国
際
宝
飾
展
」
が

１
月
14
日
～
17
日
の
４
日
間
、
東
京
ビ

ッ
グ
サ
イ
ト
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

　
今
年
は
20
カ
国
・
地
域
よ
り
１
８
０

社
が
出
展
し
、
ラ
イ
ト
ジ
ュ
エ
リ
ー
か

ら
高
級
ジ
ュ
エ
リ
ー
、
ハ
ン
ド
メ
イ
ド

に
必
要
な
素
材
・
パ
ー
ツ
・
工
具
、
宝

石
ル
ー
ス
、
唯
一
無
二
の
造
形
美
が
魅

力
の
鉱
物
ま
で
１
２
５
万
点
が
一
堂
に

集
ま
っ
た
。

　
仕
入
れ
、
情
報
収
集
は
も
ち
ろ
ん
、

近
年
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
販
売
が
可
能
な
イ
ン

フ
ル
エ
ン
サ
ー
や
、
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
ク

リ
エ
イ
タ
ー
の
需
要
も
急
増
し
て
い
る

た
め
、
業
界
参
入
へ
の
絶
好
の
機
会
で

も
あ
る
。

　
日
本
ゴ
ー
ル
ド
チ
ェ
ー
ン

（
三
村
真
二
理
事
長
＝
Ｎ
Ｇ
Ｃ
）

と
㈱
ジ
ェ
イ
・
ジ
ー
・
パ
ー
ト

ナ
ー
ズ
（
渡
邉
義
久
代
表
取
締

役
社
長
）
は
、
１
月
13
日
に
東

京
都
港
区
の
Ｔ
Ｋ
Ｐ
ガ
ー
デ
ン

シ
テ
ィPREM

IUM

品
川
高

輪
口
で
１
月
の
総
体
会
議
を
行

い
、
そ
の
内
容
を
記
者
会
見
で

公
表
し
た
。

　
会
見
に
は
、
三
村
理
事
長
と

渡
邉
社
長
が
出
席
し
、
２
０
２

５
年
８
月
期
の
加
盟
店
決
算
状

況
を
報
告
し
た
後
、
時
計
修
理

全
般
を
事
業
と
す
る
業
界
上
位

の
㈱
モ
ン
ト
ル
の
全
株
式
を
取

得
し
買
収
し
た
こ
と
を
発
表
し

た
。

　
こ
れ
は
、
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル

社
会
に
向
け
た
環
境
変
化
の
中

で
、
時
計
の
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル

や
修
理
と
い
う
役
割
は
Ｎ
Ｇ
Ｃ

加
盟
店
の
事
業
領
域
を
広
げ
る

と
と
も
に
、
高
品
質
な
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
よ
り
各
地
域
に
置

け
る
加
盟
店
の
ブ
ラ
ン
ド
価
値

向
上
に
寄
与
す
る
者
と
の
考
え

で
行
わ
れ
た
。

　
会
見
に
先
立
ち
、
元
日
本
テ

　
全
東
京
記
章
商
工
協
同
組
合

（
東
京
都
文
京
区
、
出
井
久
幸

理
事
長
）
は
、
１
月
13
日
に
東

京
都
台
東
区
の
上
野
精
養
軒
に

約
50
人
が
参
集
し
て
、
令
和
８

年
の
新
年
会
を
開
催
し
た
。

　
最
初
に
出
井
理
事
長
が
「
昨

年
は
、
業
界
に
と
っ
て
も
良
い

風
が
吹
い
て
く
れ
ま
し
た
。
今

年
も
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
な
ど
イ
ベ
ン
ト

の
多
い
年
に
な
り
ま
す
」
と
し

た
あ
と
「
再
来
年
に
組
合
は
70

周
年
を
迎
え
ま
す
。
今
年
か
ら

実
行
委
員
会
を
設
け
て
い
き
ま

す
」
と
し
「
今
年
は
午
年
で

す
。
金
運
に
恵
ま
れ
る
年
で
す

の
で
、
皆
さ
ん
と
と
も
に
頑
張

っ
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
を
行

っ
た
。

　
続
い
て
日
本
イ
ベ
ン
ト
・
ス

ポ
ー
ツ
記
念
品
事
業
協
同
組

合
（
略
称
Ｎ
Ｅ
Ｓ
）
の
熊
谷
昌

之
理
事
長
が
「
今
は
、
後
継
者

難
で
厳
し
い
状
況
で
す
が
、
大

会
な
ど
で
の
努
力
を
積
み
重
ね

て
、
幸
せ
を
手
繰
り
寄
せ
る
よ

う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
来

賓
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
。

　
こ
の
あ
と
早
津
司
朗
副
理
事

長
が
乾
杯
の
発
声
を
行
い
宴
席

の
場
へ
と
移
っ
た
。

　
宴
半
ば
で
は
、
ク
オ
カ
ー
ド

が
当
た
る
福
引
も
行
わ
れ
、
大

い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

　
中
締
め
は
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
会

長
が
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
を
行
い
、

４
人
で
中
締
め
を
行
っ
た
。

縹
色
を
ダ
イ
ヤ
ル
で
表
現
Ｇ
‐
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
新
製
品

伝
統
技
法
「
木
組
」
か
ら
着
想
得
た

格
子
状
立
体
文
字
盤
の
Ｍ
Ｒ
‐
Ｇ

〈キングセイコー〉ＫＳＫから

５０周年迎えた『ＢＥＡＭＳ』の
記念限定モデルを２月６日発売

冬
季
五
輪
（
ミ
ラ
ノ
・
コ
ル
テ
ィ
ナ
）

全
東
京
記
章
商
工
協
同
組
合
新
年
会

松本徽章工業 Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
の
純
金

純
銀
公
式
記
念
メ
ダ
ル
予
約
受
付

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
の
純
金

純
銀
公
式
記
念
メ
ダ
ル
予
約
受
付

創立７０周年に向け実行委員始動へ創立７０周年に向け実行委員始動へ

４
人
の
各
ブ
ロ
ッ
ク
会

長
が
中
締
め
を
行
っ
た

熊
谷
昌
之
氏
「
後
継
者
難
で
厳
し
い

状
況
だ
が
努
力
積
み
重
ね
頑
張
ろ
う
」

ジュエリー関連商品１２５万点一堂に

エッジの際立つ輝きが魅力

『国際宝飾展』大盛況

出井
理事長 今年は冬季五輪、ＷＣを追い風に

新年の挨拶をする
出井理事長

㊨新年会で乾杯する
会員

◀

時
計
修
理
会
社『
モ
ン
ト
ル
』を
買
収

高
品
質
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
よ
り

加
盟
店
ブ
ラ
ン
ド
価
値
向
上
に
寄
与

総体会議の内容を会見で発表

JＧＰ ＮＧＣ

吸
で
の
発
声
も
お
こ
な
い
、
参

加
者
た
ち
は
熱
心
に
聞
き
入
っ

て
い
た
。

　
こ
の
後
、
場
所
を
品
川
プ
リ

ン
ス
ホ
テ
ル
に
移
し
て
新
年
賀

詞
交
歓
会
が
開
か
れ
た
。

レ
ビ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

の
魚
住
り
え
氏
が

「
話
し
方
と
聞
く
力

を
磨
い
て
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
！
」
と
題

し
た
新
春
特
別
講
演

会
が
開
か
れ
た
。

　
こ
の
中
で
魚
住
氏

は
、
良
く
伝
わ
る
抑

揚
の
方
法
と
し
て
①

高
く
す
る
②
ゆ
っ
く

り
発
音
③
大
き
く
発

音
④
直
前
に
ポ
ー
ズ

を
と
る
⑤
色
を
つ
け

る
―
―
な
ど
を
強
調

し
、
全
員
で
腹
式
呼

会見で買収を発表する三村氏㊧と渡邉氏

元日テレアナ魚住りえ氏特別
講演『話し方と聞く力』も開催

ジェイ・ジー・パートナーズ 日本ゴールドチェーン
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